






















正解・解答例 
教科・科目名 理科・化学（後期日程試験：令和 7 年度） 1／4 問題番号 RB 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部(生物科学科，創造理学コース)，工学部(電子物質科学科，化学バイオ工学

科，数理システム工学科)，農学部 
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問１（ア）酸素                             (イ) 水素 

（ウ）静電気力（クーロン力）          （エ）溶質 

（オ）水和                            （カ）熱 

 

問２（１）B→E 

（２）（計算過程） 

(1.4 − 0.2) × 10 / (36 / 18) = 6.0 kJ/mol                （解答） 6.0 kJ/mol 

（３）(計算過程) 

(2.9 − 1.4) × 10 × 1000 / (36 × 100) = 4.16 J/(g･K)       （解答） 4.2 J/(g･K) 

（４）(計算過程) 

到達した温度を t〔℃〕とする。 

6.0 × (30 / 18) + 4.2 × 10−3 × 30 × t = 4.2 × 10−3 × 50 × (60 − t) 

10 + 0.126 × t = 12.6 − 0.21 × t 

0.336 × t = 2.6 

t = 7.74 ℃                                        （解答） 7.7 ℃ 

（５）氷が融解すると，水素結合の一部が切れて隙間の大きな結晶構造が 

崩れ，その隙間に他の（自由になった）水分子が入り込むため。 

 

問３（１）過冷却 

（２）凝固熱 

（３）液体が全て固体となり，凝固熱が発生しなくなったため， 

温度は一定の割合で低下した。 

 

問４（計算過程） 

この水溶液 1 L の質量は，1.10 g/cm3 × 1000 cm3 = 1100 g 

この水溶液 1 L 中の CaCl2 の物質量は，1100 g × 0.100 / 111 ≈ 0.99 mol 

この水溶液 1 L 中の水の質量は，1100 g × 0.900 = 990 g = 0.99 kg  

質量モル濃度を m とすると，m = 0.99 / 0.99 = 1.0 mol/kg 

塩化カルシウムは完全に電離しているので，Δt = Kf × m より 

5.6 = Kf × 1.0 × 3 

Kf = 1.87                                       （解答）1.9 K･kg/mol 

 
  



正解・解答例 
教科・科目名 理科・化学（後期日程試験：令和 7 年度） 2／4 問題番号 RB 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（生物科学科，創造理学コース），工学部（電子物質科学科，化学バイオ

工学科，数理システム工学科），農学部 
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問１ （１） 反応式   2KClO3  →  2KCl  +  3O2 

      （２） 反応前   +5 

         反応後   -1 

  

問２ （１）(計算過程)  

ヘンリーの法則より，窒素の圧力が 4.04×105 Pa のとき，21 ℃の水

2.0 L へ溶解する窒素の物質量〔mol〕は， 

0.70×10-3 mol/L × 4 × 2.0 L = 5.6×10-3 mol 

（解答）5.6×10-3 mol  

 

      （２）(計算過程) 

窒素の圧力が 3.03×105 Pa のとき，21 ℃の水 2.0 L へ溶解する窒素

の物質量〔mol〕は， 

0.70×10-3 mol/L × 3 × 2.0 L = 4.2×10-3 mol 

圧力を低くしたことにより水に溶けきれず気体となり出てきた窒素の物

質量は， 

5.6×10-3 mol - 4.2×10-3 mol = 1.4×10-3 mol 

この窒素の 0 ℃，1.01×105 Pa のもとでの体積〔mL〕は， 

22.4 L/mol × 1.4×10-3 mol × 1000 = 31.36 mL 

                   （解答）31 mL 

 

問３ （１）反応式   NaCl  +  H2SO4  →  NaHSO4  +  HCl 

             捕集方法  下方置換 

（２）共通イオン効果 

 

問４  (計算過程) 

硫化銅(Ⅱ)の溶解度積から，Ksp = [Cu2+][S2-] = 6.5×10-30 (mol/L)2 

硫化物イオンの濃度が 1.3×10-19 mol/L であることから，溶液中の銅(Ⅱ)

イオンの濃度は， 

[Cu2+] = 6.5×10-30(mol/L)2 / (1.3×10-19 mol/L) = 5.0×10-11 mol/L 

（解答）5.0×10-11 mol/L 

 

 

 

 



 

問５ （１） (導出過程) 

 硫化水素の電離定数の式①，②より 
    =  [ ][ ]

[ ]  ×  [ ][ ]
[ ]  =  [ ] [ ]

[ ]   …④ 

金属硫化物の溶解度積の式③より[S ]  =  [ ]   …⑤ 

式⑤を式④に代入して整理すると， 

[H ]  =  [H S][M ]
 

（解答）[H ] = [ ][ ]
 

    

 （２） (計算過程) 

設問（１）より，金属硫化物 AS の飽和水溶液では次の関係式が成り立つ。

[H ]  =  [ ][ ]
 

[H ]  =  9.5 × 10  ×  1.3 × 10  ×  0.100 ×  2.0 × 102.47 × 10  =  10  =  √10 × 10  

求める pH は， 

pH =  − log [H ]  =  − log √10 × 10  =  −12 log 10  +  5  =  4.5 
                   （解答）pH = 4.5 

 

 
  



正解・解答例 

教科・科目名 理科・化学（後期日程試験：令和 7 年度） 3／4 問題番号 RB 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（生物科学科，創造理学コース），工学部（電子物質科学科，化学バイオ工

学科，数理システム工学科），農学部 

 

 3  

問１  

(ア) 酸化銅(Ⅱ), (イ) 酸化銅(Ⅰ), (ウ) ろくしょう(緑青),  

(エ) 黄銅鉱, (オ) 電解精錬, (カ) イオン化傾向, (キ) 陽極泥， 

(ク) 黄銅,  (ケ) 青銅 

問２  

(a) 2Cu + O2 → 2CuO 

(b) 4CuO → 2Cu2O + O2 

(c) CuO + H2SO4 → CuSO4 + H2O 

(d) CuSO4 + 2NaOH → Cu(OH)2 + Na2SO4 

(e) Cu(OH)2 + 4NH3 → [Cu(NH3)4]2+ + 2OH- 

（Cu(OH)2 + 4NH3 → [Cu(NH3)4](OH)2） 

(f) CH3OH + CuO → HCHO + H2O + Cu 

 

問３  

(１)   ４（個） 

(２)  （計算過程） 

面心立方格子なので，単位格子の一辺の長さ a の√2倍が原子半径 r の 4 倍

となる。 

したがって，√2a = 4r 
ゆえに，r = √2a/4 = 1.4×3.6×10-8/4 = 1.26×10-8 cm 

（解答）1.3×10-8 cm 

 

問４  

(１)  （計算過程） 

 粗銅から溶解したニッケルの物質量は 

(0.800-0.780) mol/L×10.00 L = 0.20 mol 

陰極で析出した銅は 330.20 g/63.5 g/mol = 5.20 mol なので，粗銅から溶

出した銅の物質量は 5.20 mol - 0.20 mol = 5.00 mol 

（解答）ニッケル 0.20 mol, 銅 5.0 mol 

(２)  （計算過程） 

粗銅から溶解した銅の質量 5.00×63.5 = 317.5 ≒ 318 g 
粗銅から溶解したニッケルの質量 0.20×58.7 = 11.74 ≒ 12 g 
粗銅の質量の減少量はこの合計なので 318 + 12 = 330 g 

（解答）3.3×102 g 

(３)  （計算過程） 

粗銅から溶出した銅の質量は 318  g 

粗銅の質量の減少量は(2)より 330 g 

したがって，粗銅の純度は 318/330×100 = 96.36 % 

（解答）96 % 

 



正解・解答例 
教科・科目名 理科・化学（後期日程試験：令和 7 年度）4／4 問題番号 RB 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（生物科学科，創造理学コース），工学部（電子物質科学科，化学バイオ工

学科，数理システム工学科），農学部 
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問１  

（ア）ヒドロキシ，（イ）水素，（ウ）硬化油，（エ）小さい，（オ）小さく 

（カ）乳化，（キ）アルキド   

 

問２  

不飽和結合を多く含む油脂は, 分子鎖が不規則に折れ曲がり, 分子どうしの

接触面積が小さくなる。そのため, 分子間力が小さくなり, 融点が低くなる。 

問３  

（１） 

 

 

 

 

（２） 

（計算過程） 

油脂の平均分子量を M とする。油脂 1 mol からグリセリン 1 mol が得ら

れるので,  

10.8   = 1.20    

よって, 油脂の平均分子量は M = 828 ≈ 830 となる。 
  （解答）8.3 × 102  

問４  

（計算過程） 

油脂 1 分子中の二重結合の数を n とすると, 油脂 100 g に付加するヨウ素

分子の質量が 173 g であることから,  

   n  254 = 173  

よって, 油脂 1 分子中の二重結合の数は n = 5.98 ≈ 6 となる。 

（解答）6  

＿



問５  

（あ）A，（い）B，（う）C，（え）B  

 

問６  

 

 

 

 

問７  

 

 



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名  理科・化学（後期日程試験：令和 7 年度） 1／4 問題番号 RB 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部(生物科学科，創造理学コース)，工学部(電子物質科学科，化学バイオ工学

科，数理システム工学科)，農学部 

出題のねらい 1  物質の状態変化に伴うエネルギーの出入り，溶解，凝固点降下について，基

礎的な理解と応用力を問う。 

問１ 物質の溶解と凝固点降下について理解しているか。 

問２ 加熱による水の状態変化とエネルギーの出入りについて理解している 

か。 

問３ 冷却による純溶媒の状態変化と凝固熱の関係について理解しているか。 

問４ 濃度の換算を考慮して，凝固点降下度と質量モル濃度の関係式を正しく 

使えるか。 

採点基準 1  配点：25 % 

問１   6 % 

問２   (１) 2 % 

(２) 2 % 

(３) 2 % 

(４) 3 % 

(５) 2 % 

問３   (１) 1 % 

(２) 1 % 

(３) 2 % 

問４   4 % 

 
  



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名  理科・化学（後期日程試験：令和 7 年度） 2／4 問題番号 RB 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（生物科学科，創造理学コース），工学部（電子物質科学科，化学バイオ

工学科，数理システム工学科），農学部 

出題のねらい 2  気体の水への溶解度や水溶液の化学平衡について基礎的な理解と応用力を

問う。 

問１ 酸化数の求め方について理解しているか。 

問２ 気体の水への溶解度について理解しているか。 

問３ 電離平衡と電離度や溶解度との関係について理解しているか。 

問４ 金属硫化物の溶解度積について理解しているか。 

問５ 水溶液の水素イオン濃度と金属硫化物の沈殿生成について理解している

か。 

採点基準 2  配点：25 % 

問１  （１）2 % 

      （２）2 % 

問２  （１）3 % 

      （２）3 % 

問３  （１）3 % 

      （２）2 % 

問４      3 % 

問５  （１）4 % 

      （２）3 % 

 
  

 

 



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 理科・化学（後期日程試験：令和 7 年度）3／4 問題番号 RB 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（生物科学科，創造理学コース），工学部（電子物質科学科，化学バイオ工

学科，数理システム工学科），農学部 

出題のねらい 3  銅の性質やその反応性に関する基礎的な知識と応用力を問う。 

問１ 銅の特徴と性質を理解しているか。 

問２ 銅に関する化学反応について理解しているか。 

問３ 面心立方格子の結晶構造について理解しているか。 

問４ 銅の電解精錬の原理について理解しているか。 

 

 

採点基準 3  配点：25% 

問１ 9% 

問２ 6% 

問３ (１) 1% (２) 2%  

問４ (１) 3% (２) 2% (３) 2% 

 

 

 
  



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 理科・化学（後期日程試験：令和 7 年度）4／4 問題番号 RB 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（生物科学科，創造理学コース），工学部（電子物質科学科，化学バイオ工

学科，数理システム工学科），農学部 

出題のねらい 4  有機化合物の基礎的な理解および応用力を問う。 

問１ 油脂やセッケンなどの特徴や性質を理解しているか。 

問２ 不飽和脂肪酸の構造について理解しているか。 

問３ 油脂のけん化について理解しているか。 

問４ 油脂の付加反応について理解しているか。 

問５ セッケンや合成洗剤の特徴や性質を理解しているか。 

問６ アルコールの脱水縮合について理解しているか。 

問７ 化合物の情報から, 生成物の構造を組み立てられるか。 

 

 

採点基準 4  配点：25 % 

問１   7 % 

問２   2 % 

問３  (１) 2 % 

      (２) 3 % 

問４   3 % 

問５   4 % 

問６   2 % 

問７   2 % 

 

 

 

 

 

 

 


